
(57)【要約】

【課題】　同期制御される可動軸が所望する精度の同期

状態になっているかを容易に確認できるようにする。

【解決手段】　同期制御を行う可動軸間の同期状態をみ

る「区間」、その「区間」での可動軸間の「関係式」、

この関係式で得られる位置関係と実際の位置関係の「許

容ずれ量」を設定しておく。同期状態確認処理の「開始

条件」、「終了条件」をマスタ位置等で設定する。同期

状態確認処理の開始条件が成立すると、可動軸の位置に

基づいて実際の位置と関係式による位置が前記許容ずれ

量の範囲内にあるかを検出する。許容ずれ量内にないと

きは、「許容ずれ量超過時の動作」として設定された動

作を実行する。

【選択図】　　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ つ の 可 動 軸 を 基 準 に 、 他 の 少 な く と も １ つ の 可 動 軸 を 同 期 軸 と し て 、 少 な く と も ２ つ
の 可 動 軸 を 同 期 制 御 す る 同 期 制 御 装 置 に お い て 、
時 々 刻 々 各 可 動 軸 の 位 置 を 求 め る 位 置 検 出 手 段 と 、
前 記 同 期 制 御 を 行 う 可 動 軸 間 の 位 置 の 同 期 関 係 、 許 容 ず れ 量 、 許 容 ず れ 量 超 過 時 の 動 作 の
情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
前 記 位 置 検 出 手 段 で 求 め ら れ た 各 可 動 軸 の 位 置 の 関 係 が 前 記 許 容 ず れ 量 の 範 囲 内 に あ る か
を 検 出 す る ず れ 検 出 手 段 と 、
前 記 ず れ 検 出 手 段 に て 異 常 を 検 出 し た と き 、 前 記 許 容 ず れ 量 超 過 時 の 動 作 を 実 行 す る 異 常
時 動 作 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 記 憶 手 段 は 、 同 期 制 御 を 行 う 可 動 軸 間 の 位 置 の 同 期 関 係 、 許 容 ず れ 量 の 情 報 を １ 組
以 上 記 憶 し 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 し た 前 記 情 報 の 中 か ら １ 組 の 情 報 を 選 択 す る 選 択 手 段 を
有 し 、 前 記 ず れ 検 出 手 段 は 、 各 可 動 軸 の 位 置 の 関 係 が 選 択 さ れ た 組 の 許 容 ず れ 量 の 範 囲 内
に あ る か を 検 出 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 １ つ の 可 動 軸 を 基 準 に 、 他 の 少 な く と も １ つ の 可 動 軸 を 同 期 軸 と し て 、 少 な く と も ２ つ
の 可 動 軸 を 同 期 制 御 す る 同 期 制 御 装 置 に お い て 、
時 々 刻 々 各 可 動 軸 の 位 置 を 求 め る 位 置 検 出 手 段 と 、
前 記 同 期 制 御 を 行 う 可 動 軸 間 の 位 置 の 同 期 関 係 、 許 容 ず れ 量 、 同 期 関 係 の 確 認 開 始 条 件 、
同 期 関 係 の 確 認 終 了 条 件 お よ び 許 容 ず れ 量 超 過 時 の 動 作 の 情 報 を １ 組 以 上 記 憶 す る 記 憶 手
段 と 、
前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 し た 前 記 情 報 の 中 か ら １ 組 以 上 の 情 報 を 選 択 す る 選 択 手 段 と 、
前 記 選 択 手 段 に て 選 択 し た 前 記 情 報 の 同 期 関 係 の 確 認 開 始 条 件 を 満 た し て い る か ど う か を
判 断 す る 同 期 関 係 確 認 開 始 判 断 手 段 と 、
前 記 同 期 関 係 確 認 開 始 判 断 手 段 に て 同 期 関 係 の 確 認 が 開 始 さ れ た 後 に 、 前 記 位 置 検 出 手 段
で 求 め ら れ た 各 可 動 軸 の 位 置 の 関 係 が 前 記 許 容 ず れ 量 の 範 囲 内 に あ る か を 検 出 す る ず れ 検
出 手 段 と 、
前 記 ず れ 検 出 手 段 に て 異 常 を 検 出 し た と き 、 前 記 許 容 ず れ 量 超 過 時 の 動 作 を 実 行 す る 異 常
時 動 作 手 段 と 、
同 期 関 係 の 確 認 が 開 始 さ れ た 後 に 同 期 関 係 確 認 の 終 了 条 件 を 満 た し て い る か ど う か を 判 断
し 、 条 件 が 満 た さ れ た 場 合 、 同 期 関 係 が 正 常 状 態 か 否 か の 確 認 を 終 了 す る 同 期 関 係 確 認 終
了 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 同 期 制 御 と 、 同 期 関 係 の 確 認 を 並 行 し て 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３
の 内 い ず れ か １ 項 に 記 載 の 同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 同 期 制 御 と 並 行 し て 実 行 さ れ る 同 期 関 係 の 確 認 は 、 信 号 入 力 、 ま た は プ ロ グ ラ ム 指
令 の 何 れ か に よ っ て 実 行 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 同 期 制 御 を 行 う 可 動 軸 間 の 位 置 の 同 期 関 係 に は 、 区 間 と 該 区 間 に お け る 可 動 軸 間 の
同 期 関 係 式 で 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の 同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 区 間 は 、 １ 以 上 設 定 記 憶 さ れ て い る 請 求 項 ６ に 記 載 の 同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 前 記 同 期 関 係 の 確 認 開 始 条 件 、 同 期 関 係 の 確 認 終 了 条 件 は 、
相 対 あ る い は 絶 対 時 刻 、 指 令 さ れ た １ 以 上 の 軸 の 位 置 、 信 号 状 態 の 何 れ か １ つ 以 上 の 条 件
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を 指 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 各 可 動 軸 の 速 度 を 検 出 す る 速 度 検 出 手 段 を 備 え 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 前 記 同 期 関
係 の 確 認 開 始 条 件 、 同 期 関 係 の 確 認 終 了 条 件 は 、 該 速 度 検 出 手 段 で 検 出 さ れ る 速 度 を 指 定
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 前 記 可 動 軸 間 の 位 置 の 同 期 関 係 は 、 実 際 の 可 動 軸 の 位 置 情 報
、 指 令 位 置 情 報 、 時 間 情 報 の 何 れ か が 指 定 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の
同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 前 記 可 動 軸 間 の 位 置 の 同 期 関 係 は 、 同 期 関 係 の あ る 各 軸 の 位
置 情 報 を 点 列 で 指 定 し 、 各 点 列 間 を 任 意 の 式 で 指 定 す る こ と で 軌 跡 を 指 定 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 各 点 列 に お い て 、 各 々 の ２ 点 間 で の 許 容 ず れ 量 を 距 離 情 報 ま た は 関 係 式 と し て 指 定
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 異 常 時 動 作 手 段 で の 動 作 は プ ロ グ ラ ム 指 令 で あ っ て 、 該 指 令 に 基 づ い て 設 定 記 憶 さ
れ て い る 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 同 期 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 同 期 関 係 の 確 認 を 実 行 中 に 、 信 号 あ る い は プ ロ グ ラ ム に よ り 同 期 関 係 確 認 を 中 止 可 能 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 同 期 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 サ ー ボ モ ー タ で 駆 動 さ れ る 可 動 軸 を 複 数 備 え 、 こ れ ら 可 動 軸 の 同 期 を と る 工
作 機 械 や 産 業 機 械 等 の 機 械 や 装 置 、 設 備 に お い て 、 同 期 関 係 を 確 認 す る 同 期 制 御 装 置 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 工 作 機 械 や 産 業 機 械 に お い て は 、 可 動 部 を 駆 動 す る 軸 で あ る 可 動 軸 を 複 数 備 え 、 こ れ ら
複 数 の 可 動 軸 間 で 協 調 し て 動 作 を 行 う 場 合 が あ る 。 例 え ば 、 カ ッ タ ー で 移 動 す る ワ ー ク を
所 望 の 位 置 で 切 断 す る 場 合 、 ワ ー ク を 駆 動 す る 可 動 軸 と カ ッ タ ー を 駆 動 す る 可 動 軸 は 、 切
断 開 始 か ら 終 了 ま で 可 動 軸 間 の 同 期 関 係 が 保 持 さ れ る 必 要 が あ る が 、 そ れ 以 外 の 区 間 で は
同 期 を と る 必 要 が な い 。 こ の よ う に 、 複 数 の 可 動 軸 間 で 同 期 関 係 を 保 持 す る 必 要 の あ る 区
間 で は 、 そ の 同 期 関 係 を チ ェ ッ ク す る 必 要 が あ っ た 。 　
　 従 来 、 こ の 複 数 の 可 動 軸 間 で 同 期 関 係 を チ ェ ッ ク す る の に 、 各 可 動 軸 の 指 令 に 対 す る 遅
れ 量 で あ る 位 置 偏 差 量 の 値 が 最 大 値 を 超 え て い な い か 、 す な わ ち 、 指 令 通 り に 各 可 動 軸 が
動 作 し て い る か を チ ェ ッ ク し て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 か ら 行 わ れ て い る 位 置 偏 差 量 に よ る 同 期 関 係 の チ ェ ッ ク は 、 各 々 の 可 動 軸 が 指 令 通
り に 動 作 し て い る か 否 か の チ ェ ッ ク で あ り 、 個 別 の チ ェ ッ ク で あ る 。 プ ロ グ ラ ム ミ ス な ど
で 指 令 自 体 に 誤 り が あ っ た 場 合 に は 、 各 可 動 軸 は 指 令 ど お り に 動 作 し て い る が 、 同 期 関 係
が 崩 れ て い る 場 合 が 生 じ 、 同 期 関 係 の チ ェ ッ ク は で き な く な る と い う 問 題 が あ る 。 　
　 又 、 位 置 偏 差 量 は 指 令 に 対 す る 逸 脱 量 を 表 す も の で 、 通 常 最 大 値 を 超 過 す る と 、 ア ラ ー
ム と な り 、 プ ロ グ ラ ム が 停 止 す る た め 、 回 避 動 作 な ど を す ぐ に 実 行 で き な い と い う 問 題 が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-316747 A 2005.11.10



　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 所 望 す る 精 度 の 同 期 状 態 に な っ て い る か を 容 易 に 確 認 で き る
同 期 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 請 求 項 １ に 係 わ る 発 明 は 、 １ つ の 可 動 軸 を 基 準 に 、 他 の 少 な く と も １ つ の 可 動 軸 を
同 期 軸 と し て 、 少 な く と も ２ つ の 可 動 軸 を 同 期 制 御 す る 同 期 制 御 装 置 に お い て 、 時 々 刻 々
各 可 動 軸 の 位 置 を 求 め る 位 置 検 出 手 段 と 、 前 記 同 期 制 御 を 行 う 可 動 軸 間 の 位 置 の 同 期 関 係
、 許 容 ず れ 量 ， 許 容 ず れ 量 超 過 時 の 動 作 の 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、 前 記 位 置 検 出 手 段
で 求 め ら れ た 各 可 動 軸 の 位 置 の 関 係 が 前 記 許 容 ず れ 量 の 範 囲 内 に あ る か を 検 出 す る ず れ 検
出 手 段 と 、 前 記 ず れ 検 出 手 段 に て 異 常 を 検 出 し た と き 、 前 記 許 容 ず れ 量 超 過 時 の 動 作 を 実
行 す る 異 常 時 動 作 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と し 、 同 期 関 係 が 許 容 ず れ 量 内 に あ る か 確 認
で き る よ う に し た 同 期 制 御 装 置 で あ る 。 　
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 記 憶 手 段 に 、 同 期 制 御 を 行 う 可 動 軸 間 の 位 置 の 同
期 関 係 、 許 容 ず れ 量 の 情 報 を １ 組 以 上 記 憶 さ せ て お き 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 し た 前 記 情 報
の 中 か ら １ 組 の 情 報 を 選 択 す る 選 択 手 段 を 設 け て 、 前 記 ず れ 検 出 手 段 で は 、 各 可 動 軸 の 位
置 の 関 係 が 選 択 さ れ た 組 の 許 容 ず れ 量 の 範 囲 内 に あ る か を 検 出 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 係 わ る 発 明 は 、 １ つ の 可 動 軸 を 基 準 に 、 他 の 少 な く と も １ つ の 可 動 軸 を 同 期
軸 と し て 、 少 な く と も ２ つ の 可 動 軸 を 同 期 制 御 す る 同 期 制 御 装 置 に お い て 、 時 々 刻 々 各 可
動 軸 の 位 置 を 求 め る 位 置 検 出 手 段 と 、 前 記 同 期 制 御 を 行 う 可 動 軸 間 の 位 置 の 同 期 関 係 、 許
容 ず れ 量 、 同 期 関 係 の 確 認 開 始 条 件 、 同 期 関 係 の 確 認 終 了 条 件 お よ び 許 容 ず れ 量 超 過 時 の
動 作 の 情 報 を １ 組 以 上 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 し た 前 記 情 報 の 中 か ら １
組 以 上 の 情 報 を 選 択 す る 選 択 手 段 と 、 前 記 選 択 手 段 に て 選 択 し た 前 記 情 報 の 同 期 関 係 の 確
認 開 始 条 件 を 満 た し て い る か ど う か を 判 断 す る 同 期 関 係 確 認 開 始 判 断 手 段 と 、 前 記 同 期 関
係 確 認 開 始 判 断 手 段 に て 同 期 関 係 の 確 認 が 開 始 さ れ た 後 に 、 前 記 位 置 検 出 手 段 で 求 め ら れ
た 各 可 動 軸 の 位 置 の 関 係 が 前 記 許 容 ず れ 量 の 範 囲 内 に あ る か を 検 出 す る ず れ 検 出 手 段 と 、
前 記 ず れ 検 出 手 段 に て 異 常 を 検 出 し た と き 、 前 記 許 容 ず れ 量 超 過 時 の 動 作 を 実 行 す る 異 常
時 動 作 手 段 と 、 同 期 関 係 の 確 認 が 開 始 さ れ た 後 に 同 期 関 係 確 認 の 終 了 条 件 を 満 た し て い る
か ど う か を 判 断 し 、 条 件 が 満 た さ れ た 場 合 、 同 期 関 係 が 正 常 状 態 か 否 か の 確 認 を 終 了 す る
同 期 関 係 確 認 終 了 手 段 と を 有 し 、 同 期 関 係 が 許 容 ず れ 量 内 に あ る か 確 認 で き る よ う に し た
こ と を 特 徴 と す る 同 期 制 御 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ４ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 同 期 制 御 と 、 同 期 関 係 の 確 認 を 並 行 し て 実 行 す る こ と を
特 徴 と す る も の で あ り 、 請 求 項 ５ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 同 期 制 御 と 並 行 し て 実 行 さ れ る 同
期 関 係 の 確 認 を 、 信 号 入 力 、 ま た は プ ロ グ ラ ム 指 令 の 何 れ か に よ っ て 実 行 す る よ う に し た
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 又 、 請 求 項 ６ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 同 期 制 御 を 行 う 可 動 軸
間 の 位 置 の 同 期 関 係 を 、 区 間 と 該 区 間 に お け る 可 動 軸 間 の 同 期 関 係 式 で 構 成 し て い る も の
で あ る 。 更 に 、 請 求 項 ７ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 区 間 を 、 １ 以 上 設 定 記 憶 さ れ て い る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ８ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 前 記 同 期 関 係 の 確 認 開 始 条 件 、 同
期 関 係 の 確 認 終 了 条 件 を 、 相 対 あ る い は 絶 対 時 刻 、 指 令 さ れ た １ 以 上 の 軸 の 位 置 、 信 号 状
態 の 何 れ か １ つ 以 上 の 条 件 を 指 定 す る よ う に し た も の で あ る 。 ま た 、 請 求 項 ９ に 係 わ る 発
明 は 、 各 可 動 軸 の 速 度 を 検 出 す る 速 度 検 出 手 段 を 備 え 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 前 記 同
期 関 係 の 確 認 開 始 条 件 、 同 期 関 係 の 確 認 終 了 条 件 を 、 該 速 度 検 出 手 段 で 検 出 さ れ る 速 度 を
指 定 す る よ う に し た も の で あ る 。 請 求 項 １ ０ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る
前 記 可 動 軸 間 の 位 置 の 同 期 関 係 を 、 実 際 の 可 動 軸 の 位 置 情 報 、 指 令 位 置 情 報 、 時 間 情 報 の
何 れ か を 指 定 し て 可 能 と し た 。 請 求 項 １ １ に 係 わ る 発 明 は 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ る 前
記 可 動 軸 間 の 位 置 の 同 期 関 係 を 、 同 期 関 係 の あ る 各 軸 の 位 置 情 報 を 点 列 で 指 定 し 、 各 点 列
間 を 任 意 の 式 で 指 定 す る こ と で 軌 跡 を 指 定 す る も の と し た 。 さ ら に 、 請 求 項 １ ２ に 係 わ る
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発 明 は 、 前 記 各 点 列 に お い て 、 各 々 の ２ 点 間 で の 許 容 ず れ 量 を 距 離 情 報 ま た は 関 係 式 と し
て 指 定 す る も の と し た 。 請 求 項 １ ３ に 係 わ る 発 明 に お い て は 、 前 記 異 常 時 動 作 手 段 で の 動
作 は プ ロ グ ラ ム 指 令 で あ っ て 、 該 指 令 に 基 づ い て 設 定 記 憶 さ れ て い る 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実
行 す る も の と し た 。 請 求 項 １ ４ に 係 わ る 発 明 は 、 同 期 関 係 の 確 認 を 実 行 中 に 、 信 号 あ る い
は プ ロ グ ラ ム に よ り 同 期 関 係 確 認 を 中 止 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 同 期 制 御 さ れ て い る 可 動 軸 が 所 望 の 精 度 の 同 期 状 態 で あ る か を 簡 単 に 確 認 で き る 。 更 に
、 必 要 と す る 区 間 の み を も 所 望 の 精 度 の 同 期 状 態 を 確 認 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 面 と 共 に 説 明 す る 。 　
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 同 期 制 御 装 置 １ ０ ０ の 要 部 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １
１ は 同 期 制 御 装 置 １ ０ ０ を 全 体 的 に 制 御 す る プ ロ セ ッ サ で あ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ １
２ に 格 納 さ れ た シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム を 、 バ ス １ ９ を 介 し て 読 み 出 し 、 該 シ ス テ ム プ ロ グ ラ
ム に 従 っ て 同 期 制 御 装 置 全 体 を 制 御 す る 。 Ｒ Ａ Ｍ １ ３ に は 一 時 的 な 計 算 デ ー タ や 表 示 デ ー
タ 及 び Ｃ Ｒ Ｔ や 液 晶 等 で 構 成 さ れ る 表 示 器 と キ ー ボ ー ド 等 で 構 成 さ れ る 手 動 入 力 手 段 と か
ら な る 表 示 器 ／ 手 動 入 力 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 介 し て オ ペ レ ー タ が 入 力 し た 各 種 デ ー タ が 格 納 さ
れ る 。 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ メ モ リ １ ４ は 図 示 し な い バ ッ テ リ で バ ッ ク ア ッ プ さ れ 、 同 期 制 御 装 置 １ ０
０ の 電 源 が オ フ さ れ て も 記 憶 状 態 が 保 持 さ れ る 不 揮 発 性 メ モ リ と し て 構 成 さ れ る 。 Ｃ Ｍ Ｏ
Ｓ メ モ リ １ ４ 中 に は 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス １ ５ を 介 し て 読 み 込 ま れ た 動 作 プ ロ グ ラ ム や 表 示
器 ／ 手 動 入 力 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 介 し て 入 力 さ れ た 動 作 プ ロ グ ラ ム 、 後 述 す る 同 期 関 係 情 報 等
が 設 定 入 力 さ れ 記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 イ ン タ ー フ ェ イ ス １ ５ は 、 同 期 制 御 装 置 １ ０ ０ と 外 部 機 器 と の 接 続 を 可 能 と す る も の で
あ る 。 Ｐ Ｍ Ｃ （ プ ロ グ ラ マ ブ ル ・ マ シ ン ・ コ ン ト ロ ー ラ ） １ ６ は 、 同 期 制 御 装 置 １ ０ ０ に
内 蔵 さ れ た シ ー ケ ン ス プ ロ グ ラ ム で 制 御 対 象 物 の 機 械 や そ の 補 助 装 置 に Ｉ ／ Ｏ ユ ニ ッ ト １
７ を 介 し て 信 号 を 出 力 し 制 御 す る 。 　
　 機 械 の 各 可 動 軸 に 対 す る 軸 制 御 回 路 ３ ０ -1～ ３ ０ -nは Ｃ Ｐ Ｕ １ １ か ら の 各 可 動 軸 の 移 動
指 令 と 各 可 動 軸 の 各 々 の サ ー ボ モ ー タ ５ ０ -1～ ５ ０ -nに 設 け ら れ た 位 置 ・ 速 度 検 出 器 ６ ０
-1～ ６ ０ -nか ら の 位 置 、 速 度 フ ィ ー ド バ ッ ク 信 号 と に よ り 、 位 置 ・ 速 度 の フ ィ ー ド バ ッ ク
制 御 を 行 い 、 各 可 動 軸 の 指 令 を サ ー ボ ア ン プ ４ ０ -1～ ４ ０ -nに 出 力 す る 。 サ ー ボ ア ン プ ４
０ -1～ ４ ０ -nは こ の 指 令 を 受 け て 、 機 械 （ 制 御 対 象 物 ） の 各 可 動 軸 の サ ー ボ モ ー タ ５ ０ -1
～ ５ ０ -nを 駆 動 す る 。 な お 、 こ の 同 期 制 御 装 置 １ ０ ０ の 構 成 は 、 従 来 か ら 公 知 の 数 値 制 御
装 置 の 構 成 と ほ ぼ 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ は 、 こ の 同 期 制 御 装 置 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ メ モ リ １ ４ に 格 納 す る 同 期 関 係 情 報 の 説 明 図 で あ
る 。 な お 、 こ の 図 ２ で は 、 表 形 式 を 採 用 し て い る が 、 プ ロ グ ラ ム 指 令 に よ る 設 定 な ど 設 定
の 方 式 は 問 わ な い 。 同 期 関 係 情 報 は 、 次 の よ う な 要 素 に よ り 構 成 さ れ る 。
（ １ ） 基 準 と な る マ ス タ 軸 を 指 定 す る 。 （ 図 ２ の 例 で は Ｘ 軸 （ 例 え ば 第 １ の サ ー ボ モ ー タ
５ ０ -1で 駆 動 さ れ る 軸 ） を 指 定 し て い る 。 ）
（ ２ ） マ ス タ 軸 と 同 期 す る ス レ ー ブ 軸 で 同 期 関 係 の 確 認 が 必 要 と な る 可 動 軸 を 指 定 す る 。
図 ２ で は １ つ の 軸 を 指 定 し て い る が 、 複 数 を 指 定 し て も よ い も の で あ る 。 （ 図 ２ の 例 で は
、 Ｙ 軸 （ 第 ２ の サ ー ボ モ ー タ ５ ０ -2で 駆 動 さ れ る 可 動 軸 ） を 指 定 し て い る 。 ）
（ ３ ） マ ス タ 軸 ／ ス レ ー ブ 軸 の 同 期 関 係 を 確 認 す る 区 間 を 指 定 す る 。 こ の 区 間 は 複 数 指 定
す る こ と も で き る 。 （ 図 ２ の 例 で は 、 Ｘ 軸 10.000～ 20.000で Ｙ 軸 20.000～ 50.000を 区 間 １
と し て 指 定 し て い る 。 ）
（ ４ ） 前 記 各 同 期 関 係 確 認 区 間 を つ な ぐ 関 係 式 を 指 定 す る 。 各 ２ 点 間 を つ な ぐ 関 係 式 を 指
定 す る こ と で 、 同 期 関 係 の 理 想 的 軌 跡 を 定 義 す る 。 上 記 （ ３ ） 、 （ ４ ） に よ り 、 点 列 （ 区
間 ） と そ れ を つ な ぐ 式 を 定 義 し 、 理 想 的 な 軌 跡 を 指 定 す る こ と が で き る 。 図 ２ で 示 す 例 で
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は Ｙ ＝ ３ × Ｘ － １ ０ ． ０ が 関 係 式 と し て 定 義 さ れ 設 定 さ れ て い る 。
（ ５ ） 各 同 期 関 係 確 認 区 間 に お け る 許 容 ず れ 量 を 指 定 す る 。 マ ス タ 軸 の 位 置 に 対 し て 、 上
記 （ ４ ） で 指 定 さ れ た 関 係 式 で 求 ま る ス レ ー ブ 軸 の 位 置 に 対 す る 、 実 際 の Ｙ 軸 の 許 容 ず れ
量 を 指 定 す る 。 な お 、 図 ２ の 例 で は 、 定 数 で 範 囲 を 指 定 し て い る が 、 式 に よ っ て 指 定 し て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ６ ） 同 期 関 係 確 認 区 間 で チ ェ ッ ク す る 位 置 情 報 の 種 類 を 指 定 す る 。 フ ィ ー ド バ ッ ク 位 置
（ 実 位 置 ） か 指 令 上 の 位 置 か を 指 定 す る こ と が 可 能 と し て い る 。 図 ２ の 例 で は Ｘ ， Ｙ 軸 と
も 実 位 置 （ フ ィ ー ド バ ッ ク 位 置 ） を 指 定 し て い る 。
（ ７ ） 本 同 期 関 係 情 報 が 呼 び 出 さ れ た 場 合 の 同 期 関 係 確 認 処 理 の 開 始 条 件 を 指 定 す る 。 指
令 が 入 力 さ れ る と 『 即 時 開 始 』 、 『 マ ス タ 軸 が あ る 区 間 に 来 た ら 開 始 』 『 ス レ ー ブ 軸 が あ
る 区 間 に 来 た ら 開 始 』 『 指 定 さ れ た 信 号 が 指 定 さ れ た 状 態 に な っ た ら 開 始 』 な ど の 条 件 が
選 択 で き る 。 （ 図 ２ で は 、 マ ス タ 軸 の 位 置 が 10.000～ 11.000の 区 間 に 来 た ら チ ェ ッ ク を 開
始 す る よ う な 指 定 を し て い る 。 ）
（ ８ ） 本 同 期 関 係 情 報 を 使 用 し て 同 期 関 係 確 認 中 に 、 同 期 関 係 確 認 処 理 を 終 了 す る 条 件 を
指 定 す る 。 『 マ ス タ 軸 が あ る 区 間 に 来 た ら 終 了 』 『 ス レ ー ブ 軸 が あ る 区 間 に 来 た ら 終 了 』
『 指 定 さ れ た 信 号 が 指 定 さ れ た 状 態 に な っ た ら 終 了 』 な ど の 条 件 が 選 択 で き る 。 （ 図 ２ で
は 、 マ ス タ 軸 の 位 置 が 20.000以 上 に な っ た ら 同 期 関 係 確 認 処 理 を 終 了 す る よ う な 指 定 を し
て い る 。 ）
（ ９ ） 本 同 期 関 係 チ ェ ッ ク 中 に 許 容 ず れ 量 を 超 過 し た 場 合 の 動 作 を 指 定 す る 。 動 作 と し て
は 、 『 指 定 信 号 オ ン 』 『 指 定 信 号 オ フ 』 『 プ ロ グ ラ ム 中 止 』 『 マ ス タ 軸 の 減 速 』 『 指 定 プ
ロ グ ラ ム の 実 行 』 『 軸 停 止 』 な ど 必 要 な 条 件 を １ つ 又 は 複 数 呼 び 出 す こ と が で き る 。 例 え
ば 、 『 プ ロ グ ラ ム の 停 止 』 と 『 指 定 プ ロ グ ラ ム の 実 行 』 を 指 定 し 、 指 定 プ ロ グ ラ ム に 退 避
プ ロ グ ラ ム を 登 録 し て お け ば 、 チ ェ ッ ク エ ラ ー 検 出 時 に 現 在 の 動 作 プ ロ グ ラ ム を 中 止 し て
退 避 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と が 可 能 と な る 。 （ 図 ２ で は 、 マ ス タ 軸 、 ス レ ー ブ 軸 を 軸 停
止 し 、 信 号 OUT1を ” 1” に す る こ と に よ り ア ラ ー ム 状 態 を 信 号 で 知 ら せ る よ う な 指 定 を し
て い る 。 ）
　 上 記 同 期 関 係 情 報 の 設 定 記 憶 に 基 づ い て 、 同 期 関 係 確 認 処 理 の 開 始 条 件 と 終 了 条 件 で 指
定 し た 区 間 で あ っ て 同 期 関 係 で 指 定 し た 区 間 に お い て 、 そ の 区 間 に 対 し て 設 定 さ れ た 関 係
式 で 求 め ら れ る 同 期 制 御 さ れ る 可 動 軸 の 関 係 （ 位 置 関 係 ） が 、 設 定 許 容 ず れ 量 内 か 確 認 さ
れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 同 期 関 係 情 報 を 各 動 作 毎 に 複 数 設 定 し 、 こ の 同 期 関 係 情 報 番 号 等 を 付 し
て 記 憶 さ せ て お く 。 　
　 図 ３ は 、 図 ２ に 示 し た 例 の よ う な 同 期 関 係 情 報 を 設 定 し た 場 合 の チ ェ ッ ク さ れ る 区 間 に
つ い て 図 示 し た も の で あ る 。 （ Ｘ ， Ｙ ） = (+10.000, +20.000) ～  (+20.000, +50.000)の
区 間 に お い て 図 の 網 掛 け で 示 さ れ た 部 分 が 許 容 さ れ る 動 作 範 囲 で あ る こ と を 示 し て い る 。
図 ４ は 、 逆 に 通 っ て は い け な い 領 域 を 網 掛 け し た 図 で あ る 。 網 掛 け 部 を 通 過 し た 場 合 、 例
え ば 物 損 な ど を 起 こ し 危 険 で あ る よ う な こ と を 想 定 し て い る 。 よ っ て 、 網 掛 け 以 外 の と こ
ろ は ど う い う 経 路 で 移 動 し て も 問 題 な い の で 、 例 え ば 、 図 ４ の 経 路 Ａ で も 経 路 Ｂ で も 動 作
上 問 題 な い こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ は 、 マ ス タ 軸 の 動 作 プ ロ グ ラ ム 例 で あ る 。 図 ６ は 、 ス レ ー ブ 軸 の 動 作 プ ロ グ ラ ム 例
で あ る 。 図 ５ の Ｎ ２ の ブ ロ ッ ク で の Ｍ ５ ５ は 補 助 機 能 命 令 で あ り 、 こ の 補 助 機 能 命 令 が 読
み 出 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は Ｐ Ｍ Ｃ １ ６ に こ の 補 助 機 能 命 令 を 出 力 す る 。 又 、 図 ６ の プ ロ
グ ラ ム で 、 Ｎ １ １ の ブ ロ ッ ク に お け る Ｇ １ ４ ６ は 同 期 開 始 指 令 で あ り 、 Ｒ で マ ス タ 軸 の 位
置 を 指 定 し 、 Ｑ で そ の 移 動 量 を 指 定 し て い る も の で 、 こ の Ｎ １ １ の ブ ロ ッ ク の 指 令 は 『 マ
ス タ 軸 で あ る Ｘ 軸 の 位 置 が 10.0に 来 た ら 同 期 を 開 始 し 、 そ の 後 マ ス タ 軸 が +10.の 距 離 を 移
動 す る ま で ス レ ー ブ 軸 は 同 期 す る 。 マ ス タ 軸 が +10.0動 い た と き の ス レ ー ブ 軸 の 移 動 量 は +
30.0と し 、 そ の 間 の ス レ ー ブ 軸 の 移 動 量 は マ ス タ 軸 の 移 動 量 に 対 す る 比 例 配 分 (10:30)で
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あ る 』 こ と を 意 味 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 同 期 制 御 装 置 １ ０ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は 複 数 の プ ロ グ ラ ム を 同 時 に 並 列 し て 実
行 可 能 な も の で あ り 、 図 ５ 、 図 ６ の ２ プ ロ グ ラ ム を 並 列 に 実 行 す る も の で あ る 。 例 え ば 、
図 ６ の プ ロ グ ラ ム を 実 行 し て Ｎ １ ０ の ブ ロ ッ ク で Ｙ 軸 を 位 置 20.000ま で 移 動 さ せ 、 Ｎ １ １
の ブ ロ ッ ク で マ ス タ 軸 で あ る Ｘ 軸 の 位 置 が 10.000に な る ま で 待 つ 。 こ の 時 点 で 図 ５ の プ ロ
グ ラ ム を 実 行 す る と Ｘ 軸 は Ｎ １ の ブ ロ ッ ク で 位 置 0.000に 移 動 す る 。 Ｎ ２ の ブ ロ ッ ク で 補
助 機 能 が 実 行 さ れ 、 Ｐ Ｍ Ｃ １ ６ に Ｍ ５ ５ の 指 令 が 出 力 さ れ Ｐ Ｍ Ｃ １ ６ で の ラ ダ ー プ ロ グ ラ
ム （ 信 号 制 御 ） に て 使 用 す る 同 期 関 係 情 報 番 号 を 選 択 及 び 同 期 関 係 チ ェ ッ ク の 実 行 を 指 示
す る 。 Ｎ ３ の ブ ロ ッ ク が 実 行 さ れ る と Ｘ 軸 は 位 置 0.000か ら 100.000ま で 速 度 1000で 移 動 す
る 。 Ｎ １ １ で 停 止 し て い た 図 ６ の プ ロ グ ラ ム は 、 Ｘ 軸 が 10.000に 到 達 し た 時 点 で 同 期 を 開
始 し Ｘ 軸 が 20.000に 移 動 す る ま で 同 期 を 継 続 す る 。 Ｙ 軸 は 、 Ｘ 軸 が 20.000に な っ た ら 同 期
を 終 了 し 、 Ｎ １ ２ の ブ ロ ッ ク 以 降 を Ｘ 軸 と は 非 同 期 で 実 行 さ れ る 。 Ｘ 軸 は 同 期 が 解 除 さ れ
た 後 も 位 置 100.000ま で 定 速 で 移 動 し た 後 、 Ｎ ４ の ブ ロ ッ ク を 実 行 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ７ は 、 動 作 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る た め の 処 理 の 流 れ の 一 例 を フ ロ ー チ ャ ー ト に し た も
の で あ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は 、 プ ロ グ ラ ム の 起 動 を 受 け 付 け る と 、 先 ず 実 行 す る プ ロ グ ラ ム で
最 初 に 実 行 す る ブ ロ ッ ク に 読 み 出 し ポ イ ン タ が 来 る よ う 初 期 化 す る (ス テ ッ プ Ｓ １ )。 読 み
出 し ポ イ ン タ の 指 し て い る ブ ロ ッ ク の 情 報 を 読 み 出 し (ス テ ッ プ Ｓ ２ )、 プ ロ グ ラ ム 解 析 を
行 い (ス テ ッ プ Ｓ ３ )、 ブ ロ ッ ク を 実 行 す る (ス テ ッ プ Ｓ ４ )。 実 行 し た ブ ロ ッ ク が 終 了 し た
か を 監 視 し (ス テ ッ プ Ｓ ５ )、 終 了 し た 場 合 に は 読 み 込 み ポ イ ン タ を 次 ブ ロ ッ ク 更 新 す る (
ス テ ッ プ Ｓ ６ )。 読 み 出 し ブ ロ ッ ク が ま だ 存 在 す る か （ プ ロ グ ラ ム 終 了 ま で 来 て い な い か
） を 確 認 し (ス テ ッ プ Ｓ ７ )、 ま だ ブ ロ ッ ク が 存 在 す る 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ ２ か ら を 繰 り 返
す 。 こ の 処 理 が 複 数 並 列 に 実 行 さ れ 、 例 え ば 図 ５ ， ６ で 示 す よ う な 複 数 の プ ロ グ ラ ム が 並
列 し て 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ８ は 、 同 期 関 係 確 認 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 上 述 し た 動 作 処 理 の 中 で 、 図 ５ の
ブ ロ ッ ク Ｎ ２ の 実 行 に よ り 補 助 機 能 が 実 行 さ れ 、 ラ ダ ー プ ロ グ ラ ム に よ り 同 期 関 係 確 認 処
理 の 実 行 が 指 示 さ れ る こ と で 、 前 述 の 図 ８ に 示 す 処 理 が 並 列 で 実 行 さ れ る 。 　
　 先 ず 、 同 期 関 係 確 認 処 理 の 起 動 が 受 け 付 け ら れ る と 、 図 ２ の よ う に あ ら か じ め 登 録 さ れ
た 複 数 の 同 期 関 係 情 報 の 中 か ら 指 定 さ れ た 同 期 関 係 情 報 を 選 択 す る （ ス テ ッ プ Ａ １ ） 。 次
に そ の 同 期 関 係 情 報 に て 指 定 さ れ て い る 開 始 条 件 が 満 た さ れ た か を チ ェ ッ ク す る （ ス テ ッ
プ Ａ ２ ） 。 開 始 条 件 が 満 た さ れ て い な い 場 合 に は 、 満 た さ れ る ま で 待 つ 。 開 始 条 件 が 満 た
さ れ る と 同 期 関 係 の チ ェ ッ ク が 開 始 さ れ る 。 同 期 情 報 に 指 定 さ れ て い る マ ス タ 軸 ／ ス レ ー
ブ 軸 の 各 位 置 情 報 を 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ａ ３ ） 。 同 期 関 係 情 報 に 登 録 さ れ た 区 間 情 報 の う
ち 取 得 し た マ ス タ 軸 の 位 置 が 属 す る 区 間 を 選 択 し 、 マ ス タ 軸 の 位 置 情 報 と そ の 選 択 区 間 に
お い て の 同 期 関 係 情 報 に 登 録 さ れ た 関 係 式 か ら ス レ ー ブ 軸 の 理 想 的 な 位 置 を 算 出 す る (ス
テ ッ プ Ａ ４ )。 算 出 さ れ た ス レ ー ブ 軸 の 位 置 に 対 す る ス テ ッ プ Ａ ３ で 取 得 し た ス レ ー ブ 軸
の 位 置 の ず れ 量 を 求 め 、 こ の ず れ 量 が 、 そ の 区 間 に お い て の 同 期 関 係 情 報 に 登 録 さ れ た 許
容 ず れ 量 以 内 に お さ ま っ て い る か を チ ェ ッ ク す る （ ス テ ッ プ Ａ ５ ） 。 許 容 ず れ 量 以 内 で あ
れ ば 、 同 期 関 係 チ ェ ッ ク 終 了 条 件 が 満 た さ れ た か を チ ェ ッ ク す る （ ス テ ッ プ Ａ ６ ） 。 同 期
関 係 確 認 処 理 終 了 条 件 が 満 た さ れ て い な い 場 合 は 、 再 度 、 ス テ ッ プ Ａ ３ か ら 繰 り 返 し 実 行
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 終 了 条 件 が 満 た さ れ た 場 合 は 、 同 期 関 係 確 認 処 理 を 終 了 す る 。 又 、 ス テ ッ プ Ａ ５ に お い
て 許 容 ず れ 量 を 超 過 し た 場 合 は 、 許 容 ず れ 量 超 過 時 の 動 作 に 登 録 さ れ て い る 情 報 に 従 っ た
動 作 を 実 行 し (ス テ ッ プ Ａ ７ )、 同 期 関 係 確 認 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ の 例 を 使 っ て 上 記 フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た 同 期 関 係 確 認 処 理 の 動 作 を 説 明 す る と 、
以 下 の よ う に な る 。 尚 、 同 期 関 係 情 報 は 同 期 関 係 情 報 １ が 指 定 さ れ た も の と 仮 定 す る 。 同
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期 関 係 情 報 1を 選 択 し （ ス テ ッ プ Ａ １ ） 、 マ ス タ 軸 で あ る Ｘ 軸 の 実 位 置 （ 位 置 ・ 速 度 検 出
器 ６ ０ -1か ら フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ て 来 る Ｘ 軸 の 位 置 ） が 10.000～ 11.000の 範 囲 に 入 る ま で
同 期 関 係 チ ェ ッ ク の 開 始 を 待 つ （ ス テ ッ プ Ａ ２ ） 。 マ ス タ 軸 で あ る Ｘ 軸 が 開 始 条 件 と し て
指 定 さ れ て い る 10.000～ 11.000の 範 囲 に 入 る と 、 同 期 関 係 の チ ェ ッ ク が 開 始 さ れ る こ と と
な る 。 同 期 情 報 に 指 定 さ れ て い る マ ス タ 軸 （ Ｘ 軸 ） と ス レ ー ブ 軸 （ Ｙ 軸 ） の 各 可 動 軸 の 実
位 置 情 報 （ フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ て く る 位 置 ） を 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ａ ３ ） 。 マ ス タ 軸 で あ
る Ｘ 軸 の 位 置 が 10.000～ 20.000の 区 間 に い る 場 合 、 Ｙ 軸 の 理 想 的 な 位 置 yは 、 Ｘ 軸 の 実 位
置 を ｘ と す る と  『 ｙ ＝ ３ × ｘ － 10.0』 で あ る こ と に な る （ ス テ ッ プ Ａ ４ ） 。 ス レ ー ブ 軸
で あ る Ｙ 軸 の 実 際 の 位 置 と マ ス タ 軸 の 位 置 か ら 算 出 さ れ た ス レ ー ブ 軸 の 理 想 的 な 位 置 yの
差 分 が 設 定 さ れ て い る -1.000～ 1.000以 内 で あ る か を チ ェ ッ ク し （ ス テ ッ プ Ａ ５ ） 、 -1.00
0～ 1.000の 範 囲 内 で あ れ ば 、 終 了 条 件 の マ ス タ 軸 で あ る Ｘ 軸 の 位 置 が 20.000以 上 に な っ た
か 否 か を チ ェ ッ ク す る （ ス テ ッ プ Ａ ６ ） 。 終 了 条 件 が 満 た さ れ な け れ ば 、 同 期 関 係 確 認 処
理 を 繰 り 返 す 。 こ れ に よ り 、 図 ３ の 網 掛 け 部 の 区 間 に お い て 、 同 期 関 係 に 異 常 が 発 生 し 誤
っ た 経 路 を 通 過 し て い な い か の チ ェ ッ ク を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 同 期 関 係 確 認 処
理 で 、 ス レ ー ブ 軸 で あ る Ｙ 軸 の 実 位 置 と 理 想 的 な 位 置 ｙ と の 差 分 が -1.000～ 1.000の 範 囲
内 に い な い こ と を 認 識 し た 場 合 、 マ ス タ 軸 と ス レ ー ブ 軸 を 停 止 さ せ 信 号 OUT1を ONす る こ と
で 異 常 を 検 出 し た こ と を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ラ ダ ー プ ロ グ ラ ム を 使 用 し て 、 『 ど の 同 期 関 係 情 報 を 選 択 す る
か の 信 号 』 と 『 同 期 関 係 確 認 の 実 行 を 指 示 す る 信 号 』 を 出 力 し て 同 期 関 係 確 認 動 作 を 開 始
し た が 、 こ の 同 期 関 係 確 認 動 作 指 令 を プ ロ グ ラ ム 指 令 の １ つ の ブ ロ ッ ク と し て 書 く こ と に
よ っ て 指 令 す る こ と も で き る 。 以 下 こ の 例 を 第 ２ の 実 施 形 態 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ９ は そ の 指 令 フ ォ ー マ ッ ト の 一 例 で あ る 。 「 Ｇ ６ ５  Ｈ ５ ０ ０ 」 は 、 そ の 直 前 の ブ ロ
ッ ク 実 行 開 始 直 後 に 同 期 関 係 確 認 処 理 を 起 動 す る と い う 指 令 で あ る 。 な お 、 前 の ブ ロ ッ ク
が 存 在 し な い 場 合 に は 、 即 時 実 行 す る こ と と な る 。 Ｐ １ は 、 同 期 関 係 情 報 と し て 同 期 関 係
情 報 １ を 使 用 す る こ と を 宣 言 し て い る も の で あ る 。 プ ロ グ ラ ム 実 行 処 理 は 、 プ ロ グ ラ ム 解
析 処 理 に て 同 期 関 係 確 認 処 理 実 行 用 ブ ロ ッ ク で あ る こ と を 認 識 し た ら 、 図 ８ の よ う な 同 期
関 係 確 認 処 理 を 起 動 す る 。 こ の 例 の よ う な フ ォ ー マ ッ ト を 準 備 し て お け ば 、 図 ５ の プ ロ グ
ラ ム に て Ｎ ２ の ブ ロ ッ ク で ラ ダ ー プ ロ グ ラ ム を 介 し て 同 期 関 係 確 認 処 理 を 実 行 し て い た の
を 、 図 １ ０ の よ う に プ ロ グ ラ ム 指 令 の み の 記 述 で よ い も の と な る 。 こ の よ う に 、 ラ ダ ー プ
ロ グ ラ ム を 介 し て 実 行 し な く と も 起 動 で き る よ う に な る の で 、 同 期 関 係 を 確 認 し た い ブ ロ
ッ ク の 直 後 で 指 令 す る こ と で 、 ラ ダ ー プ ロ グ ラ ム な ど で タ イ ミ ン グ を と る こ と な く 、 チ ェ
ッ ク し た い ブ ロ ッ ク の 開 始 と と も に 同 期 関 係 確 認 処 理 を 開 始 す る こ と が 可 能 と な る 。 　
　 例 え ば 、 図 １ ０ の Ｎ １ ０ ０ を 実 行 す る こ と で 、 前 述 の 同 期 関 係 確 認 処 理 が 起 動 さ れ 、 軸
移 動 指 令 と 同 期 関 係 確 認 処 理 が 並 列 で 動 作 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 プ ロ グ ラ ム 内 に 図 ９ の よ う な 同 期 関 係 確 認 処 理 の 起 動 ブ ロ ッ ク の み を 記 載 し て
お け ば 、 同 期 関 係 確 認 処 理 が 単 独 プ ロ グ ラ ム と し て も 実 行 可 能 で あ る 。 複 数 の プ ロ グ ラ ム
が 並 列 で 実 行 で き る シ ス テ ム で は 、 可 動 軸 の 移 動 指 令 な ど の 入 っ た 動 作 プ ロ グ ラ ム と 同 期
関 係 確 認 処 理 が 別 々 の プ ロ グ ラ ム で 並 列 実 行 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 し た 、 図 ２ で 示 し た 例 で は 、 同 期 関 係 情 報 に 記 録 す る 確 認 開 始 ／ 終 了 条 件 に つ い て
マ ス タ 軸 、 ス レ ー ブ 軸 の 位 置 等 に よ っ て 決 め る 例 で あ っ た が 、 こ の 開 始 条 件 ／ 終 了 条 件 を
時 間 で 指 定 す る こ と に よ り 、 『 起 動 さ れ た ら す ぐ に 開 始 』 、 『 10秒 後 に 実 行 』 な ど 時 間 で
の 開 始 を 指 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 同 期 開 始 後 の 一 定 期 間 が 若 干 不 安 定 な
場 合 の 同 期 関 係 確 認 を 行 わ な い よ う な 使 用 の 仕 方 が 可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 図 ８ に 示 す 同
期 関 係 確 認 処 理 に お い て 、 こ の 処 理 が 開 始 さ れ た ら 直 ち に 、 計 時 す る タ イ マ を ス タ ー ト さ
せ 、 ス テ ッ プ Ａ ２ で 、 設 定 開 始 条 件 の 時 間 に 達 し た か 判 断 す る こ と に な る 。 又 、 ス テ ッ プ
Ａ ６ で 、 設 定 さ れ た 終 了 条 件 の 時 間 に 達 し た か を 判 断 す る こ と に な る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 開 始 条 件 ／ 終 了 条 件 を 信 号 の 状 態 で 指 定 す る こ と に よ り 、 同 期 制 御 装 置 自 体 が 制
御 し て い な い 情 報 に 起 因 し て 同 期 関 係 確 認 の 開 始 ／ 終 了 を 行 わ な け れ ば な ら な い 場 合 に も
対 応 可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 図 ８ に お け る 処 理 に お い て 、 ス テ ッ プ Ａ ２ ， Ａ ６ の 処 理 が 、
指 定 さ れ た 信 号 が 指 定 さ れ た 状 態 か の 判 断 処 理 に か わ る 。 さ ら に 、 開 始 条 件 ／ 終 了 条 件 を
指 定 さ れ た あ る 可 動 軸 の 速 度 で 指 定 す る こ と に よ り 、 あ る 速 度 に 達 し た ら 同 期 関 係 確 認 動
作 を 開 始 し 、 あ る 速 度 以 下 で あ っ た ら 同 期 関 係 確 認 は 不 要 に す る よ う な 制 御 も 可 能 と な る
。 こ の 場 合 も 、 図 ８ に お け る 処 理 に お い て 、 ス テ ッ プ Ａ ２ ， Ａ ６ の 処 理 が 、 指 定 さ れ た 可
動 軸 の 速 度 （ 指 令 速 度 若 し く は フ ィ ー ド バ ッ ク 速 度 ） が 指 定 さ れ た 速 度 に 達 し た か の 判 断
処 理 に 代 わ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ １ は 、 指 令 位 置 に 対 す る 実 位 置 を 監 視 す る よ う に し た と き の 、 同 期 関 係 情 報 と し て
、 実 位 置 と 指 令 位 置 を 組 み 合 わ せ た 例 で あ る 。 同 期 関 係 情 報 と し て の 、 「 開 始 条 件 」 、 「
終 了 条 件 」 、 「 許 容 ず れ 量 超 過 時 の 動 作 」 に つ い て は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 般 的 に 位 置 指 令 に 対 し て 実 位 置 は 遅 れ 気 味 で 動 作 す る の で 、 軸 動 作 中 は 指 令 位 置 と 実
位 置 と は 一 致 し な い 。 数 値 制 御 装 置 は 、 こ の 指 令 位 置 と 実 位 置 と の 差 分 を 位 置 偏 差 量 と し
て 出 力 し て お り 、 こ の 位 置 偏 差 量 が 許 容 値 を 越 え た 場 合 、 指 令 通 り に 動 作 し て い な い と 判
断 し て ア ラ ー ム な ど に し て い る 。 た だ し 、 こ の 許 容 値 は 最 大 速 度 に 対 す る 値 を 設 定 す る の
が 一 般 的 で 木 目 細 か く 区 間 毎 に 設 定 す る も の で は な い 。 図 １ １ の よ う に 同 一 軸 （ Ｘ 軸 ） の
指 令 位 置 と 実 位 置 を 登 録 し 、 区 間 毎 に 異 な る 許 容 ず れ 量 を 設 定 す る こ と が 可 能 で 、 こ れ は
区 間 毎 に 指 令 位 置 に 対 す る 許 容 誤 差 （ お く れ 量 ） を 設 定 で き る こ と を 意 味 す る 。 こ れ に よ
り 、 速 度 を 遅 く す る 必 要 の あ る 区 間 で は 、 許 容 誤 差 を 小 さ く し 、 速 度 が 速 く て も よ い 区 間
で は 許 容 誤 差 を 大 き く す る と か 、 同 一 速 度 で あ っ て も 抵 抗 の 大 き い 区 間 で は 許 容 誤 差 を 大
き く し 、 抵 抗 の 少 な い 区 間 で は 許 容 誤 差 を 小 さ く す る な ど 、 木 目 細 か い 指 定 を 行 う こ と が
可 能 と な り 、 指 令 通 り に 動 作 で き て い た か を 確 認 で き る 精 度 が 向 上 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 又 、 図 １ ２ は 、 所 定 時 間 帯 に お け る 指 令 に 対 す る 追 従 性 を 監 視 す る と き の 同 期 関 係 情 報
の 設 定 例 で あ る 。 マ ス タ 軸 と し て は 時 間 が 指 定 さ れ 、 監 視 す る ス レ ー ブ 軸 と し て Ｘ 軸 の 実
位 置 を 指 定 し た 一 例 で あ る 。 こ の 例 で は 、 同 期 関 係 確 認 処 理 が 開 始 さ れ て か ら ０ ． ９ 秒 後
か ら 1秒 後 の 間 、 Ｘ 軸 が 所 望 の 位 置 に い る か を 確 認 す る も の で あ る 。 す な わ ち 、 設 定 さ れ
た 関 係 式 は Ｘ ＝ Ｔ × １ ０ ＋ １ ０ で あ る こ と か ら 、 Ｔ ＝ ０ ． ９ で 、 Ｘ ＝ １ ９ ． ０ ０ ０ 、 Ｔ ＝
１ で 、 Ｘ ＝ ２ ０ ． ０ ０ ０ こ の ２ 点 間 を Ｘ 軸 は 移 動 す る も の と し て 、 こ の 関 係 式 で 求 め ら れ
た Ｘ 軸 の 位 置 と 実 際 の 位 置 が 比 較 さ れ て 設 定 さ れ た 許 容 ず れ 量 -1.000～ 1.000内 に あ る か
判 断 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う な 同 期 関 係 情 報 の 設 定 は 、 例 え ば 、 位 置 情 報 を 共 有 で き な い ２ つ の 制 御 装 置 か
ら 同 時 に 起 動 さ れ た 軸 動 作 指 令 が 通 常 は 何 の 同 期 関 係 も な く 動 作 す る が 、 あ る 時 間 帯 の み
干 渉 す る 可 能 性 が あ る た め そ れ を 検 出 し て 回 避 す る な ど の 用 途 で 使 用 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 許 容 ず れ 量 超 過 時 の 動 作 に つ い て は 、 上 述 し た 例 で は 、 マ ス タ 軸 、 ス レ ー ブ 軸 を
停 止 し 、 信 号 Ｏ Ｕ Ｔ １ を Ｏ Ｎ と す る も の で あ っ た が 、 回 避 動 作 を 指 定 す る こ と も で き る も
の で あ る 。 例 え ば 、 回 避 動 作 と し て あ る 可 動 軸 を 逃 が す よ う な 動 作 を 行 い た い 場 合 は 、 許
容 ず れ 量 超 過 時 の 動 作 に そ の 回 避 動 作 を 指 令 し た プ ロ グ ラ ム を 登 録 す る 。 同 期 関 係 確 認 処
理 は 、 許 容 ず れ 量 超 過 を 検 出 す る と 指 定 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 直 ち に 実 行 す る 。 こ れ に よ り
回 避 動 作 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 通 常 、 同 期 関 係 確 認 処 理 は 起 動 さ れ た ら 、 終 了 条 件 が 成 立 す る ま で 実 行 さ れ る 。
し か し 、 終 了 条 件 が 成 立 し な く て も 、 指 定 さ れ た 同 期 関 係 確 認 処 理 を 他 の プ ロ グ ラ ム か ら
中 止 指 令 を 行 う こ と で 終 了 さ せ る こ と も で き る 。 例 え ば 、 プ ロ グ ラ ム １ と プ ロ グ ラ ム ２ を
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並 列 に 実 行 し 、 プ ロ グ ラ ム １ 内 の あ る ブ ロ ッ ク で 同 期 関 係 確 認 処 理 を 起 動 し た と す る 。 そ
の 同 期 関 係 確 認 処 理 の 終 了 条 件 の １ つ が 、 並 列 し て 動 作 し て い る プ ロ グ ラ ム ２ の あ る ブ ロ
ッ ク 終 了 時 で あ る よ う な 場 合 、 プ ロ グ ラ ム ２ の あ る ブ ロ ッ ク 終 了 を 終 了 条 件 に 知 ら せ る 手
段 が 必 要 と な る 。 例 え ば 、 そ の 手 段 と し て 特 定 の 信 号 を 「 １ 」 に し て 、 終 了 条 件 と し て 設
定 す る 情 報 は 、 こ の 特 定 の 信 号 が 「 １ 」 で あ る こ と を 設 定 す る よ う に す れ ば よ い も の で あ
る 。 又 、 プ ロ グ ラ ム ２ の 中 で 同 期 関 係 確 認 処 理 を 終 了 さ せ た い ブ ロ ッ ク の 直 後 で 、 指 定 し
た 同 期 関 係 確 認 処 理 を 中 止 す る こ と が 可 能 で あ れ ば 、 前 述 の よ う な 通 知 手 段 を 使 用 す る 必
要 が な く な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 例 え ば 、 同 期 関 係 確 認 処 理 中 止 命 令 を 設 け て 、 こ の 命 令 が 読 み 込 ま れ る と 同 期 関 係 確 認
処 理 を 中 止 す る よ う に し て も よ い 。 図 １ ３ は 中 止 命 令 を 行 う 指 令 フ ォ ー マ ッ ト の 一 例 で あ
る 。 Ｇ ６ ５  Ｈ ５ ０ １ は 同 期 関 係 確 認 処 理 中 止 命 令 を 示 し 、 Ｐ １ は 中 止 の 対 象 と な る の は
同 期 関 係 情 報 １ で あ る こ と を 示 し て い る 。 同 期 関 係 確 認 処 理 の 中 止 を 受 け 付 け る と 、 対 応
す る 同 期 関 係 確 認 処 理 を 終 了 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 同 期 制 御 装 置 の 要 部 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 に お け る 同 期 関 係 情 報 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 に お け る 同 期 関 係 確 認 領 域 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 に お け る 同 期 関 係 確 認 領 域 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 実 施 形 態 に お け る 一 方 の プ ロ グ ラ ム の 例 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 実 施 形 態 に お け る 他 方 の プ ロ グ ラ ム の 例 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 実 施 形 態 に お け る プ ロ グ ラ ム 実 行 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 同 実 施 形 態 に お け る 同 期 関 係 確 認 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 同 期 関 係 確 認 動 作 指 令 の 指 令 フ ォ ー マ ッ ト の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ で 示 し た 同 期 関 係 確 認 動 作 指 令 を 用 い た プ ロ グ ラ ム の 例 で あ る 。
【 図 １ １ 】 指 令 位 置 に 対 す る 実 位 置 を 監 視 す る よ う に す る と き の 同 期 関 係 情 報 と し て の 設
定 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 所 定 時 間 帯 に 指 令 に 対 す る 追 従 性 を 監 視 す る と き の 同 期 関 係 情 報 の 設 定 例 で あ
る 。
【 図 １ ３ 】 同 期 関 係 確 認 処 理 中 止 命 令 の 指 令 フ ォ ー マ ッ ト の 一 例 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ ０ ０ 　 同 期 制 御 装 置
　 ５ ０ -1～ ５ ０ -n　 サ ー ボ モ ー タ
　 ６ ０ -1～ ６ ０ -n　 位 置 ・ 速 度 検 出 器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

(13) JP 2005-316747 A 2005.11.10



フロントページの続き

(72)発明者  菱川　哲夫
            山梨県南都留郡忍野村忍草字古馬場３５８０番地　ファナック株式会社内
(72)発明者  辻川　敬介
            山梨県南都留郡忍野村忍草字古馬場３５８０番地　ファナック株式会社内
Ｆターム(参考) 5H269 AB01  AB33  BB03  EE03  EE10  FF05  FF06  MM05  NN02 
　　　　 　　  5H303 AA01  BB01  BB07  BB20  CC02  DD01  EE03  HH01  JJ01  KK02 
　　　　 　　        KK03  LL02  MM05 

(14) JP 2005-316747 A 2005.11.10


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

